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一
人
当
た
り
の
ご
み
処
理
費
用
に
約
一
万
円

本
市
の
全
て
の
ご
み
処
理
量
は
、

９
万
２
、４
７
５
㌧
（
平
成
24
年
度
）

で
、
そ
の
処
理
に
約
17
億
円
、
市
民
１

人
当
た
り
９
、９
３
６
円
の
経
費
が
掛

か
っ
て
い
ま
す
。

収
集
運
搬
か
ら
中
間
処
理
、
最
終
処

分
に
至
る
ご
み
処
理
は
、
全
て
税
金
で

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
の
増
加
は
自

然
環
境
を
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
市
の

財
政
を
大
き
く
圧
迫
し
ま
す
。
快
適
な

生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
一
人
一

人
が
資
源
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
ご
み

減
量
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
践
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

都
城
市
の
資
源
化
の
割
合

平
成
24
年
度
に
排
出
さ
れ
た
ご
み
に

対
す
る
資
源
化
の
割
合
は
、
約
22
㌫
で

県
内
で
も
上
位
で
し
た
。
し
か
し
、
１

人
当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量
を
比
較
す

る
と
、
県
内
で
も
多
く
、
こ
れ
は
、「
リ

サ
イ
ク
ル
は
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
排

出
さ
れ
る
ご
み
の
量
が
非
常
に
多
い
」

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

再
資
源
化
を
目
的
と
す
る
リ
サ
イ
ク

ル
は
最
終
の
手
段
で
す
。
ご
み
の
減
量

を
行
う
に
は
、
ま
ず
は
ご
み
を
減
ら
す

努
力
が
大
切
で
す
。

ごみ減量で、環境にやさしいごみ減量で、環境にやさしい
生活を目指しましょう!生活を目指しましょう!

本市のごみの排出量は県内でも多く、自然環境や市の財政の大きな負担となっています。
家庭から出る生ごみは、食べ残しをなくしたり、賞味期限切れの食品などを減らしたりすることで排出
量を抑えることができます。また、紙類やプラスチックごみは、過剰な包装を断ったり、マイバッグを
使用したりすることで減量できます。環境にやさしい暮らしを目指して、まずは、できることから取り組
みましょう。　　　　　　　　　◎問い合わせ　　分別、収集に関すること　環境業務課　☎24－5560
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　指定ごみ袋に関すること　環境政策課　☎23－2130

出されたごみを処理するのに、１人当たり年間
約１万円の経費が掛かっています！

年度 処理経費※（円） ごみ総処理量（トン）１人当たりの経費（円）
21 1,720,670,883 97,378   9,987
22 1,726,364,089 90,386 10,029
23 1,694,704,405 92,480   9,885
24 1,701,460,541 92,475   9,936

ごみ収集および処理に要する経費　　 　（出典：清掃事業概要）

※処理経費（人件費、収集運搬費、中間処理費、最終処分費）

収
集
ご
み
の
中
に
は
、
分
別
が

十
分
で
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
っ
か
り
分
別
し
て
、
リ
サ
イ
ク

ル
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

各家庭で分別

埋め立て処分

燃やせるごみ 燃やせないごみ 資源物

収集 収集 収集

清掃工場 リサイクルプラザ 再資源化
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家
庭
で
で
き
る
ご
み
減
量
の
ポ
イ
ン
ト

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
、
日
頃
か
ら

次
の
項
目
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
賞
味
期
限
の
近
い
食
品
は
、
冷
蔵
庫
に

期
限
を
書
い
た
メ
モ
を
貼
り
ま
し
ょ
う

・
過
剰
な
包
装
は
断
り
ま
し
ょ
う

・
冷
蔵
庫
の
中
身

を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
か
ら
、
買
い

物
を
し
ま
し
ょ

う
・
食
事
の
作
り
す
ぎ
に
注
意
し
、
食
べ

残
し
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

・
食
器
用
洗
剤
や

シ
ャ
ン
プ
ー
な

ど
は
、
詰
め
替

え
用
を
利
用
し

ま
し
ょ
う

・
生
ご
み
は
、
水
を
切
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う

・
壊
れ
た
ら
、
修
理
を
し
て
使
い
ま
し
ょ
う

・
マ
イ
箸
、
マ
イ

ボ
ト
ル
、
マ
イ

バ
ッ
グ
を
利
用

し
ま
し
ょ
う

ご
み
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

家
庭
ご
み
の
分
別
の
判
断
に
困
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
家
庭

か
ら
出
た
ご
み
が
、
そ
の
後
ど
う
な
る

の
か
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

市
で
は
、
ご
み
に
つ
い
て
の
出
前
講

座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
活
用

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

環
境
業
務
課　

☎
24

－

５
５
６
０

現
在
の
清
掃
工
場
は
あ
と
半
年
で
す

現
在
稼
働
し
て
い
る
清
掃
工
場
は
、老

朽
化
に
伴
い
、
平
成
27
年
２
月
28
日
を

も
っ
て
ご
み
受
け
入
れ
を
終
了
し
ま
す
。

残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
工

場
見
学
の
申
し
込
み
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
少
人
数
の
案
内
も
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

清
掃
工
場　

☎
23

－

０
２
７
７

小学校での出前講座

ごみ減量でごみ袋も節約！
指定ごみ袋は、燃やせるごみと燃やせな
いごみの分別の意識付けを行うとともに、
ごみの減量化や収集の効率化を目的とし
て、平成 7年度から導入されました。
合併後、各市町にそれぞれあったごみ袋
を青文字の指定ごみ袋 3種類（大・中・
小）と、赤文字の燃やせないごみ専用袋の
4種類に統一しました。青文字の指定ごみ
袋は、きちんと分別していれば、可燃・不
燃どちらでも使える兼用袋です。
現在、市の指定ごみ袋は、年間で約1,080
万枚が使われています。これは、市民１人
当たり年間約63枚のごみ袋を使って、ごみ
を出している計算になります。
指定ごみ袋は、製造費の一部を税金で
補っています。ごみ袋の節約は、ごみの減
量につながり、家計の負担や市の財政負担
も軽減できます。

シャンプー

シャンプー詰め替え用

青
文
字
の
指
定
ご
み

袋
は
、
可
燃
・
不
燃

ど
ち
ら
で
も
使
え
る

兼
用
袋
で
す
。

（
大
・
中
・
小
の
３
サ

イ
ズ
）

ごみ袋の値段は、5分の 1程度ですが、使用枚数は1.4倍になります

都城市
大1枚　10円
1リットル当たり
0.2円

宮崎市・延岡市 約46枚都城市 約63枚

宮崎市・延岡市
大1枚　40円
1リットル当たり

1円

袋
の
値
段

他
市
と
の
比
較

一
人
当
た
り
の
年
間

使
用
枚
数
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そ
の
症
状
、
本
当
に
緊
急
で
す
か
？

都
城
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者

の
う
ち
約
４
割
が
受
診
す
る
小
児
科
で

は
、
緊
急
性
の
低
い
軽
症
患
者
の
受
診

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
態

と
し
て
、
育
児
経
験
が
浅
く
、
身
近
に

相
談
者
の
い
な
い
保
護
者
が
不
安
に

な
っ
て
駆
け
込
ん
だ
り
、
夫
婦
共
働
き

の
た
め
日
中
に
受
診
で
き
ず
、
夜
間
に

受
診
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

当
直
医
の
過
酷
な
勤
務
実
態

都
城
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
夜
間

の
緊
急
時
に
利
用
で
き
る
病
院
で
、
一

般
の
診
療
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
数

の
重
症
患
者
の
対
処
を
目
的
と
し
て
医

師
を
配
置
し
て
い
る
た
め
、
多
数
の
患

者
を
診
療
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
当
直
医
の
勤
務
体
制
の
現
状

は
、
朝
ま
で
対
応
に
追
わ
れ
る
上
、
休

息
も
取
れ
ず
に
、
翌
日
の
診
療
を
行
う

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

増
え
て
い
ま
す
！
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」

「
仕
事
を
休
め
な
い
」、「
日
中
は
用
事

が
あ
る
」、「
日
中
よ
り
空
い
て
い
そ
う
」

な
ど
、
利
用
者
の
自
己
都
合
で
、
本
来
、

重
症
患
者
の
受
け
入
れ
を
目
的
と
す
る

救
急
外
来
を
安
易
に
受
診
し
て
し
ま
う

「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
安
易
な
行
動
が
、
緊
急
な
重

症
患
者
の
処
置
を
遅
ら
せ
る
原
因
に
も

な
り
ま
す
。

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
の
適
正
利
用
を
！

都
城
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
急
病

患
者
の
た
め
の
受
診
施
設
で
す
。
地
域

に
よ
っ
て
は
、
軽
症
患
者
の
受
診
が
増

え
、
医
師
の
過
重
労
働
が
続
い
た
た
め

医
師
の
確
保
が
難
し
く
な
り
、
救
急
医

療
が
崩
壊
し
た
実
例
も
あ
り
ま
す
。

地
域
の
救
急
医
療
を
「
守
り
」「
支

え
」て
い
く
た
め
に
は
、救
急
医
療
セ
ン

タ
ー
の
適
正
な
利
用
が
不
可
欠
で
す
。

症
状
の
軽
い
場
合
や
緊
急
を
要
し
な
い

と
き
は
、
診
療
時
間
内
に
か
か
り
つ
け

医
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
夜
間
、
子
ど
も
の
急
病
や
け

が
な
ど
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に

は
、
宮
崎
県
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

を
利
用
く
だ
さ
い
。

宮
崎
県
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

小
児
科
医
の
支
援
体
制
の
下
、
看

護
師
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
通
話
料
は
利
用
者
負
担

●
利
用
時
間

19
時
〜
23
時
（
年
中
無
休
）

プ
ッ
シ
ュ
回
線
対
応
固
定
電
話
・
携
帯
電
話

☎
♯
８
０
０
０

ダ
イ
ヤ
ル
回
線

☎
０
９
８
５

－

35

－

８
８
５
５

今
、
救
急
医
療
の
存
続
が

今
、
救
急
医
療
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
！

危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
！

現
在
、
都
城
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
で
は
、
医
師
会
病
院
勤
務
医
や
大
学

派
遣
医
、開
業
医
の
小
児
科
医
が
交
代
で
夜
間
の
当
直
勤
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
こ
で
勤
務
す
る
小
児
科
医
は
朝
ま
で
患
者
の
対
応
に
追
わ
れ
、
休

息
も
取
れ
ず
に
翌
日
も
診
療
す
る
と
い
う
過
酷
な
状
況
で
す
。
地
域
の
救
急
医

療
を
守
る
た
め
に
、救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
の
適
正
な
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
23

－
２
７
６
５
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高
齢
者
の

高
齢
者
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

予
防
接
種

◎
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
23

－

2
7
6
5

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
こ
れ
か
ら
の
季

節
に
流
行
し
や
す
い
病
気
で
す
が
、
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重

症
化
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
頃
の
手
洗
い
・
う
が
い
と
休
養
・

食
事
、そ
し
て
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
「
せ

き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
一
緒
に
行
い
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

●
接
種
助
成
の
期
間

10
月
1
日
㈬
〜
12
月
31
日
㈬

●
対
象

・
65
歳
以
上
の
人
（
接
種
日
に
満
65
歳

以
上
で
あ
る
こ
と
）

・
心
臓
や
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
機

能
に
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
が
制

限
さ
れ
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

●
費
用　

１
、２
０
０
円

　
　
　
　
（
期
間
内
1
回
限
り
）

※
対
象
で
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
生
活

保
護
受
給
証
明
書
が
あ
れ
ば
無
料
。

そ
れ
以
外
の
人
は
、
任
意
接
種
で
す

の
で
、
接
種
費
用
は
全
額
、
自
己
負

担
に
な
り
ま
す

医 療 機 関 名 電話番号
市　内

※あきづき医院 36-0534
あきと内科胃腸科 46-5500
有川医院 24-6677
有馬医院 23-2610
安藤胃腸科外科医院 39-2226

※いき形成外科ひふ科クリニック 45-0020
池之上整形外科 23-2311
いづみ内科医院 22-7111
宇宿医院 25-9031
鵜木循環器科内科医院 26-0008
※おおくぼクリニック 26-1500
大橋クリニック 37-0539
柏村内科 22-2616
※仮屋医院 36-0521
※仮屋外科胃腸科医院 25-7712
川畑医院 46-3225
北原医院 22-4133
共立医院 22-0213
久保原田中医院 22-7700
黒松病院 38-1120
※ケイオークリニック 46-4500
※児玉小児科 25-5570
※小牧病院 24-1212
坂元医院 22-0360
※三州病院 22-0230
しげひらクリニック 27-5555
庄内医院 37-0522
※城南病院 23-2844
※城南クリニック 26-3662
※都城新生病院 22-0280
瀬ノ口医院 25-5155
瀬ノ口内科放射線科医院 25-7780
園田光正内科医院 38-5115
※たかお浜田医院 22-8818
※たき心療内科クリニック 46-9191

医 療 機 関 名 電話番号
田口循環器科内科クリニック 24-0600
武田産婦人科医院 22-0336
※橘病院（入院患者のみ） 23-7236
※どいクリニック 22-1825
とくとめクリニック 26-1820
※戸嶋病院 22-1437
都北鮫島クリニック 38-6060
冨田医院 23-4586
※永田病院 23-2863
※ながはま整形外科 46-7188
西浦病院 25-1119
野口脳神経外科 47-1800
野辺医院 22-0153
はしぐち小児科 24-5500
※花房泌尿器科医院 25-1177
※浜田医院 22-1151
はまだクリニック 45-2266
早水公園クリニック 36-6117
※速見泌尿器科医院 24-8344
原田医院 26-3330
福島外科胃腸科医院 38-1633
ふくしまクリニック 46-5001
※藤元上町病院 23-4000
※藤元総合病院 25-1313
※藤元病院 25-1315
ベテスダクリニック 22-1700
豊栄クリニック 39-2525
松山医院 24-1046
※マドコロ外科医院 22-0138
※丸田病院 23-7060
※三嶋内科 24-7171
都城フォレスト・クリニック脳神経外科 80-4313
※宮永病院 22-2015
宗正病院 22-4380
村上循環器内科クリニック 25-2700
※メディカルシティ東部病院 22-2240

医 療 機 関 名 電話番号
※もちお蛯原医院 21-5355
森山脳神経外科 21-6888
森山内科・脳神経外科 21-5000
柳田病院 22-4850
柳田クリニック 22-4862
※やの耳鼻咽喉科 27-5222
※山内小児科医院 22-0048
※横山病院（かかりつけ患者のみ） 22-2806
※よしかわクリニック 23-9384
※吉松病院 25-1500
※西岳診療所 33-1510
大岐医院 57-2025
志々目医院 57-2004
政所医院 58-2171
吉見病院 58-2335
吉見クリニック 58-5633
海老原内科 64-1211
山路医院 64-3133
教山内科医院 62-1205
佐々木医院 62-1103
隅病院 62-1100

三股町
一心外科医院 52-7788
岩下耳鼻咽喉科 51-1187
※江夏整形外科クリニック 51-1122
坂田医院 51-2003
※大悟病院 52-5800
※たけしたこども医院 51-0005
田中隆内科 52-0301
とまり内科外科胃腸科医院 52-1135
長倉医院 52-2109
畠中小児科医院 52-6000
みしま内科クリニック 51-8100
山下医院 52-1348

※印の付いている医療機関は予約が必要です

インフルエンザ予防接種実施医療機関一覧表 （平成26年7月31日現在）
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展
示
の
見
ど
こ
ろ

■
島
津
忠
久
と
都
城

源
頼
朝
が
開
い
た
鎌
倉
幕
府
と
島
津

家
、
都
城
と
の
関
わ
り
を
み
て
い
き
ま

す
。

■
室
町
幕
府
と
島
津
家

蒙
古
襲
来
や
建
武
の
新
政
と
い
っ
た

激
動
期
を
生
き
抜
い
た
島
津
家
の
様
子

を
紹
介
し
ま
す
。

■
島
津
資
忠
か
ら
北
郷
資
忠
へ

北
郷
家
の
祖
・
資
忠
が
北
郷
家
を
開

く
ま
で
の
歩
み
に
迫
り
ま
す
。

主
な
展
示
史
料

島
津
家
文
書
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

所
蔵
：
国
宝
）、
足
利
尊
氏
坐
像
（
安

国
寺
所
蔵
：
国
重
要
文
化
財
）
な
ど

関
連
イ
ベ
ン
ト

入
場
に
は
特
別
展
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

特
別
展
記
念
解
説
講
座

●
日
時　

10
月
11
日
㈯

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　

都
城
島
津
伝
承
館
展
示
室

●
講
師　

刀
剣
博
物
館
学
芸
員

　
　
　
　

大
井　

岳が
く

さ
ん

学
芸
員
の
特
別
展
解
説
講
座

●
日
時　

10
月
26
日
㈰

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
場
所　

都
城
島
津
伝
承
館
展
示
室

特
別
展
の
概
要

●
会
期

10
月
11
日
㈯
〜
11
月
30
日
㈰

※
月
曜
日
休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
）

●
都
城
島
津
伝
承
館
入
館
料

大
人
４
０
０
円
（
３
０
０
円
）　

高
校･

大
学
生
３
０
０
円
（
２
０
０
円
）

中
・
小
学
生
２
０
０
円
（
１
０
０
円
）

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

※
都
城
市
立
美
術
館
特
別
展
「
鱸す
ず
き

利
彦

生
誕
１
２
０
年
展
」（
11
月
１
日
㈯

〜
12
月
14
日
㈰
）、
都
城
歴
史
資
料

館
開
館
25
周
年
記
念
企
画
展｢

歴
史

を
語
る
資
料
た
ち
〜
と
っ
て
お
き
の

収
蔵
品
〜｣

（
９
月
19
日
㈮
〜
27
年

１
月
12
日
㈪
）
の
入
場
券
の
半
券
提

示
で
、
団
体
料
金
で
の
観
覧
が
可
能

都
城
島
津
邸
開
館
５
周
年
を
記
念
し
、
島
津
家
と
北ほ
ん

郷ご
う

家
（
都
城
島
津
家
）
の
誕
生

に
焦
点
を
当
て
た
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。
国
宝
や
国
の
重
要
文
化
財
な
ど
と
合
わ

せ
て
、
都
城
島
津
家
に
伝
わ
る
貴
重
な
資
料
を
一
挙
に
公
開
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－
２
１
１
６

〜
鎌
倉
・
南
北
朝
期
の
南
九
州
〜足利尊氏木坐像

（国の重要文化財・安国寺蔵）

都
城
島
津
邸
開
館
5
周
年
記
念
特
別
展

都
城
は
、
平
安
時
代
、
日
本
最
大
の

都
城
は
、
平
安
時
代
、
日
本
最
大
の

荘
園
荘
園｢｢

島島し
ま
づ
の
し
ょ
う

し
ま
づ
の
し
ょ
う

津
荘
津
荘｣｣

の
中
心
地
で
し
た
。

の
中
心
地
で
し
た
。

惟惟こ
れ
こ
れ

宗宗む
ね
む
ね

忠忠た
だ
た
だ

久久ひ
さ
ひ
さ

が
、
源
頼
朝
か
ら
島
津
荘
の

が
、
源
頼
朝
か
ら
島
津
荘
の

下下げげ

司司しし

職職し
き
し
き

と
い
う
役
職
に
任
命
さ
れ
、
地

と
い
う
役
職
に
任
命
さ
れ
、
地

名
の
名
の｢｢

島
津
島
津｣｣

を
名
字
に
し
た
と
い
う

を
名
字
に
し
た
と
い
う

こ
と
か
ら
、都
城
は
「
島
津
発
祥
の
地
」

こ
と
か
ら
、都
城
は
「
島
津
発
祥
の
地
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
島
津
家
の
分
家
に
当
た
る
北

一
方
、
島
津
家
の
分
家
に
当
た
る
北

郷
家
（
後
の
都
城
島
津
家
）
は
、南
北
朝

郷
家
（
後
の
都
城
島
津
家
）
は
、南
北
朝

時
代
に
、
島
津
本
家
の
子
・

時
代
に
、
島
津
本
家
の
子
・
資資す
け
す
け

忠忠た
だ
た
だ

が
都
が
都

城
に
入
っ
た
際
に
、
そ
の
地
の
名
前
を

城
に
入
っ
た
際
に
、
そ
の
地
の
名
前
を

と
っ
て

と
っ
て｢｢

北
郷
北
郷｣｣

を
称
し
た
こ
と
に
始

を
称
し
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。
以
来
、
北
郷
家
は
５
０
０

ま
り
ま
す
。
以
来
、
北
郷
家
は
５
０
０

年
以
上
も
の
間
、
島
津
家
の
家
臣
と
し

年
以
上
も
の
間
、
島
津
家
の
家
臣
と
し

て
都
城
の
地
を
治
め
ま
し
た
。

て
都
城
の
地
を
治
め
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
島
津
家
と
北
郷
家
（
都

本
展
で
は
、
島
津
家
と
北
郷
家
（
都

城
島
津
家
）
の
誕
生
と
、
そ
の
歴
史
に

城
島
津
家
）
の
誕
生
と
、
そ
の
歴
史
に

つ
い
て
探
っ
て
い
き
ま
す
。

つ
い
て
探
っ
て
い
き
ま
す
。

都城島津邸開館5周年記念シンポジウム

「島津発祥」と都城
-都城島津邸の地域発信力-
島津家の発祥と、北郷家の誕生に
迫るシンポジウムを開催します。パネル
ディスカッションには、本市出身で愛知
学院大学教授の福島金

かね

治
はる

さんや俳優
の永瀬正敏さんを招き、都城島津邸の
活動を検証し、今後の進むべき方向を
全国的視野で考えます。
●日時 11月 3 日㈪
 14時～16時30分
●場所 総合文化ホール
●内容 朗読会や基調講演、パネル

ディスカッションなど
●出演　福島金治さん、永瀬正敏さ

ん、植野かおりさん（財団
法人立花家史料館館長）、

 山本博文さん（東京大学史
料編纂所教授）
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な
お
、
市
で
は
通
常
の
相
談
に
加
え

て
、
月
一
回
の
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
は
予
約
制
で
、
一
人
30
分
程
度

で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

市
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

９
月
19
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

飼
い
犬
の
登
録

環
境
政
策
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

※
１
頭
に
つ
き
３
、０
０
０
円

狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射
が
済

ん
で
い
な
い
場
合
は
、
最

寄
り
の
動
物
病
院
で
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
頭
に
つ
き
３
、０
０
０
円
（
県
内
）

避
難
所
に
ペ
ッ
ト
は
持
ち
込
め
ま
せ
ん

市
が
災
害
の
時
に
開
設
す
る
避
難
所

は
、
地
域
の
人
が
み
ん
な
で
利
用
す
る

施
設
な
の
で
、
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト

を
持
ち
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

緊
急
時
に
預
け
先
を
探
す
の
は
困
難

な
の
で
、
事
前
に
見
つ
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
連
絡
先
を
記
入
し
た

首
輪
や
迷
子
札
、
餌
な
ど
、
必
要
な
も

の
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

複
数
の
借
り
入
れ
に
よ
る
多
重
債
務
。

そ
の
原
因
は
、
無
計
画
な
借
り
入
れ
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
過
剰
な
買

い
物
、
リ
ス
ト
ラ
や
病
気
に
よ
る
生
活

費
を
補
う
た
め
の
借
り
入
れ
な
ど
で
、

一
度
陥
る
と
な
か
な
か
一
人
で
は
解
決

が
難
し
い
問
題
で
す
。
借
金
で
困
っ
て

い
る
人
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
早
め
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

生
活
文
化
課　

☎
23

－

２
１
２
１

多
重
債
務
に
陥
る
と

借
金
返
済
の
た
め
に
、
借
金
を
繰
り

返
す
こ
と
で
状
況
は
悪
化
し
ま
す
。
毎

日
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
取
り
立

て
。
精
神
的
に
余
裕
が
な
く
な
り
、
冷

静
な
判
断
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
ヤ
ミ
金
融
に
手
を
出
し

た
り
、
将
来
を
悲
観
し
て
自
殺
し
た
り

し
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
相
談
く
だ
さ
い

返
済
の
た
め
に
、
ヤ
ミ
金
融
や
無
登

録
業
者
か
ら
の
借
り
入
れ
は
や
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
国
や
県
・
市
の
相
談

窓
口
や
弁
護
士
、
司
法
書
士
に
相
談
し

て
問
題
の
解
決
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

動
物
を
飼
う
こ
と
は
、
日
々
の
生
活
に

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
が
、
飼
い

主
は
、
そ
の
一
生
に
責
任
を
持
た
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
り
、
ペ
ッ
ト
が
健
康
で
快
適
に
暮

ら
せ
る
よ
う
に
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課　

☎
23

－

２
１
３
０

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

「
狂
犬
病
」
は
、
感
染
す
る
と
死
に

至
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
現
在
、
国

内
で
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
万
が

一
に
備
え
た
対
策
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
犬
を
飼
う
際
に
は
、
一

生
に
一
回
の
登
録
と
、
年
一
回
の
予
防

注
射
の
接
種
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

借
金
で
困
っ
た
ら
、
焦
ら
ず
、

悩
ま
ず
、
相
談
く
だ
さ
い
！

愛
護
と
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

小
さ
な
命
を

大
切
に
！

多重債務に陥らないために

近年、浪費による借金、リスト
ラや病気などによる生活苦に加え、
手続きが簡単なキャッシングやク
レジットカードを無計画に利用し
続けた結果、返済ができなくなる
人が増えています。
お金を借りる前に、本当に必要
なのか、計画的に返済できるのか
をよく考えましょう。

みやざき動物愛護情報
ネットワーク

　不要になって保護され
た犬などの情報を掲載し
ていて、譲渡のあっせん
を行うことで、たくさん
の命を救っています。
http://dog.pref.miyazaki.lg.jp/
◎問い合わせ
都城保健所衛生担当
☎23-4504
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